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伊藤 郁朗，青木 宏，片貝 栄樹
（同 産婦人科）
高木 均，工藤 智洋 （同 消化器内科）
【目 的】 婦人科癌に対する放射線治療時の直腸パラメー
タと直腸粘膜所見を比較する.【対 象】 腔内照射併用
の放射線治療を施行した婦人科癌症例のうち6か月以上の
経過観察ができ,治療後1回以上直腸ファイバーが施行で
きた31例.【方 法】 放射線治療後に直腸ファイバーを
施行し,独自にGradingした.直腸パラメータは全骨盤照
射の線量と,腔内照射時に求めた直腸線量を加算し,α/β＝
3とした場合のEQD2に換算した.【結 果】 粘膜所見
がなかった症例(G0)が4例,発赤・毛細血管拡張のみ(G1)
が20例,出血以上の所見(G≧2)が7例であった.G0&1群
とG≧2群の直腸パラメータのうちD1ccとD2ccに有意
差を認めた.【結 論】 婦人科癌の放射線治療において
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